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坊の塚古墳第3次発掘調査出土遺物
まがた宋　　　　うすだま　　　　さかながたどせいひん

勾玉･臼玉･魚形土製品

そうそう　　　ざれし＼

坊の塚古墳の葬送儀礼

各務原市出土の鏡をめぐって

歴史ギャラリー､オープン

埋文センター

平成29年度の歩み

¢

　

o

 

O

O

　

〇

　

〇

〇

　

〇

　

〇

ヽ
′
○
ぐ
0

0

　

0

　

0

ヽ
′



写真1坊の塚古墳調査位置と調査風景

坊の塚古墳概要
うめg･はばちよう

鵜沼羽場町にある坊の塚古墳は各務原台地の北東縁辺

部に位置していますo墳長約120mの前方後円墳で､市

内にある古墳の中でも一番大きい古墳です｡ 4世紀末頃

に造られたと考えられています｡平成27年度より　5ケ

年計画の発掘調査を継続して行っています｡

これまでの発掘粛査(第1 ･ 2次調査)

平成27年度よリ2次にわたって行った後円部の調査
ふきいし

から､拳大の葺石が墳丘斜面に敷かれていることが確認

できました｡斜面の途中には平坦な面が造られており､
fEん′ちくせい

後円部は3段築成であることがわかりました｡葺石は､

古墳の盛土が崩れてしまわないための土留めの役割と､

古墳を装飾する役割を持っていたと考えられています｡

さらに第1次調査では､斜面の途中に盗掘の時に運び

出されたとみられる大きな石が1枚見つかりました｡こ
せきかく

の石は石榔(死者の埋葬施設　図1)の一部で､天井と
I    ■

しての役割を持った蓋石です｡大きさは長辺2.85m､短

辺1 38m､厚さ17cm (いずれも調査時の測定値)を測り､

1枚が2t以上の重量と推定されます｡

平成29年度の発掘詞査(第3次調査)

第3次の調査では､いよいよ石榔本体を調査しましたo

昭和初期の記録によると､明治18､ 19年頃に一度盗掘(記

録では発掘)があったとぎれ､現在でも当時にえぐられ
Lんちょうぷ

たと思われる穴が墳頂部に残っています｡

後年に堆積した土を取り除き､古墳本来の盛土を検出

し､盗掘の状況や石樹の構造を明らかにするために調査

を行いましたo調査の結果､盗掘は想像以上に深く行わ

れており､石櫛は大きく壊されていました｡しかし､石
し＼たし＼し

櫛の構築材である板石と複数の蓋石を確認することがで

きました｡蓋石は､第1次調査で発見されたものと合わ

せて5枚となり､すべてが天井として並べてのせられて

いたと仮定すると､し､ずれの蓋石も幅が1m以上あるこ

図1石櫛モデル図



とから､石櫛の全長は最低でも5m以上あったと推定さ

れます｡

出土遺物

石櫛は盗掘によって破壌されていたものの､発掘調査
せきせいひんとせいひん

では石製品や土器､土製品等の様々な遺物が出土しまL

flo
おの　　　とうす　　　　まがたま　　　くだたま　　　うすたま

石製晶は､斧､刀子､勾玉､管玉､臼玉(写真3)が

出土しています｡これらのうち､斧と刀子は当時の鉄で

-  ･ l一､

造られた農機具を､玉頬は装飾具を滑石(柔らかく加工
かたとせきせいもぞうひ人′

しやすい石の一種)で模った石製模造品です｡これらの

石製模造品は蓋石の周辺から出土したことから､遺体と
お古五くそうひん

一緒に石櫛内に納められた副葬品であると思われます｡
こがたfるぞこつぽたかつき

一方､土器･士製品は小型丸底壷､高坪のほか2種類
しよくもつがたJ:せいひん

の食物形土製晶が出土しました｡小型丸底壷は内外面が
つきぶ

赤く塗られています｡高杯は坪部のみで､脚部は確認さ

れていません｡食物形土製品は､丸く薄い円盤状のモチ

形土製品がl点と､魚形土製品が2点ですo魚形のl点

目は､細い竹管を押し当てて目を表現しており､口は開

いた状態になっています｡ 2点目は､口は一文字状に表

現され､目は確認できません｡

いずれの魚も長さ7- 9 cmのかわいらしいもので､蓋

石より上の埋土中から発見されましたo

ぎようけんときそうそうぎれい

供献土筆に見る坊の塚古墳の葬送儀礼

出土した土器･土製品は､いずれも死者を埋葬した後

に行われる葬送儀礼に用いた供献土器と思われます.I

般に古墳で発見される供献土器は､高杯､丸底壷などの

器に食物形土製晶を伴って出土することが多く､中には
ぎるがT<t'せいひん

器として行形土製晶が見つかることもありますo食物に
とむら

見立てた土製品を器にのせ､被葬者を弔う儀式に供され

たものと考えられています｡主に4世紀後半から5世紀

後半の前方後円墳で見られる遺物ですが､出土例はあま

り多くありませんo

確認されている食物形土製品の種頬は､アケビ形､モ

チ形､鳥形､魚形などがあります｡その他､形を特定し

づらい棒状や角状､団子状のものなども確認されていま

すが､特に魚形土製品の出土品は珍しく､被葬者や古代

の各務原の自然的･社会的背景を探る上でも大変興味深

い遺物といえそうですo

発掘調査で出土した遺物は､今後､各務原市中央図書

館3階の歴史ギャラリーで公開していく予定ですo

写真3　第3次発掘調査で出土した滑石製品
(左は勾玉､中央は石製斧､右上から管玉･刀子･臼玉)
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各務原市出土の鹿をめぐって　ち魔手

鏡は､古くは石や金属を磨いて鏡面をつくり使用した

ことが起源といわれます｡日本の歴史に初めて登場する

鏡は､国内で製作されたものではなく､弥生時代中頃､
たちp>うさい

朝鮮半島から九州北部地方にもたらされた銅鏡(多重丑細
もんきょう

文鏡)が最初であるといわれます｡当時の鏡は極めて貴
じ坤L:ゆつく告いしく

重品であり､実用品ではなく呪術具､祭柁異として受け

入れられたと考えられていますo今回睦各務原市内の発

掘調査などで出土した鏡から､鏡に込められた嚢味やそ

の用途の変遷をご紹介しましょうo

各務麻布最古の鏡(古墳時代)
し､ちりんやまこ

各務原市では､かつて鵜沼西町に所在した｢一輪山古
ふん

墳｣から出土したと伝わる古墳時代前期(3世紀末～ 4
さんかく　=ち　はもんたい　ししんにじゆうきよう

世紀)の銅鏡｢三角縁波文等四神二獣鏡｣ (写真1)が各

務原市指定文化財になっています｡確認される市内最古

の鏡であり､緑の断面が三角形､内側に4体の神と2体

の神獣が見られる､直径約21.8 cmの大型の青銅製の鏡で

す｡三角縁神獣鏡は､既に同様の鏡が500面以上確認さ

れていますが､その生産地や出自についての謎が多く､
ぎしわL:んでFL,

現在も結論は出ていませんo　なかでも｢銑志倭人伝｣に
なこくひみこ

登場する倭国の女王卑弥呼に中国(秩)より与えられた

鏡であるという説も根強く､後の時代に中央政権より地

方豪族に与えられた政治的権威の象徴であったのかもし

れません｡

写真2　鵜沼古市場遺跡出土

石製模造品

(左:剣形　右:鏡形)

こうした銅鏡は､粘土などで造った型に溶解した金属
ちゆうぞう

(主に銅を主とする合金)を流し込んで成形する｢鋳造｣

という技術で作られていますo

写真1一輪山古墳出土　三角縁波文帯四神二藍だ鏡

(各務原市指定文化財)

// ,A

捗を模bた右製品(古墳時代)

一方､平成27年度のT鵜沼古市場遺跡｣で出土した2
甘きせいもぞうひ^,きい

種類の石製模造品(写真2)は､小さなものですが､祭
し

祀に用いられた銅鏡や剣を石で模したものだとされま

すo (右･鏡形:直径約3.2cm)こうした石製晶は､主

に古墳時代中頃(5- 6世紀)の集落遺跡から出土する

ことが多く､鏡や剣が広く認知されてきた∈とを意味す

るものでしょう｡当時の社会における祭戒など､限られ

た特別な目的で使用されたと考えられていますが､石を

削っただけの形状から､当時の人々の素朴な祈りの形を

表しているようにも感じられます｡

仏教と融合した銅鏡(平安時代-中世)

時代とともに､日本の銅鏡もその姿を変えていきますき㌶-
b＼けぽとけ

(写真3)は､各務原市指定文化財である中世のF懸仏｣ (※
かけぽとけ

文化財の名称は｢懸偶｣)といわれるものです｡銅板に
せん　L=ゆせんげんかんぜ15んばさつ

千手千眼観世責菩薩が則印されたこの｢懸仏｣は､蘇原

地区の地中より出土したものと伝えられ､現在は熊田町

自治会によって大切に保存されています｡上部にはわず
つl)てわ

かに釣手環の痕跡が残っており､寺社の壁などに懸けら

れて示巳られたことがわかります｡

一般的に｢懸仏｣とは､

平安時代末期に広まった
しんぶつ　しゆうごラ　しそう

神仏習合思想(注1)杏

体現したものと考えら
よりしろ

れ､神の葱代である鏡に
舌ようぞうみ

仏像が現れた｢鏡像｣ ｢御
しLtうたい

正体｣とも呼ばれるもの

です｡鎌倉～室町時代に

かけて全国で流行し､江 写真3　懸悌

(各務原市指定文化財)



戸時代まで製造が続きました｡写真の懸仏は､鏡に見立

てた直径約1 5.5 cmの銅板に線刻を施した簡素なものです

が､造作的には遅くとも鎌倉時代前半までに造られたも

のと考えられます｡仏教の影響を受けつつも､祭祀具で

あった銅鏡が後世まで生き続けた例であるといえるで

しょうo

Llモ･千･_.i

写真4　鵜沼古市場遺跡出土　和鏡

和鏡から化粧道具へ(平安時代ん近代)"

一方で銅鏡は､時代とともに宗教的な祭柁具から美術

=芸晶･実用品としても生産されるようになりますo (写

真4)は平成27年度の鵜沼嘉市場遺跡の発掘調査より出
わきよう

土した銅鏡で､ ｢和鏡｣と呼ばれるものです｡ ｢和鏡｣の
とう

起源は､中国(磨)で生産された鏡の模倣を脱し､平安

時代後期頃より鏡背面に日本独自の風物文様をあしらっ

た銅鏡を国内で造ったことといわれ､当時の平安貴族の
こくふうぷんか

化粧道具としての普及と国国文化の隆盛､国内の鋳造技

術の進歩がその背景にあると考えられています｡

鵜沼古市場遺跡出土の銅鏡は､直径約9 cmの比車交的小

さな鏡ですが､鏡背面には縁起の良い鶴と松らしき文様

が施されていますo　こうした和鏡からは､鏡が古代より

引き続き神聖で高貴なものであり､現在にも通じる日本

独自の繊細な美意識を見ることができます｡

鎌倉時代を通じて鏡背面はより精微に複雑化し技術が
亮

高度化すると､室町時代にはいよいよ柄のついた鏡が萱

場します｡江戸時代に女性の髪形が大型化するとより大

型の鏡も現れ､江戸時代後半には工芸品としての性格は

以前より薄れていき､鏡は広く庶民にも実用品として普

及していきました｡

こうした長い歴史をもつ銅鏡ですが､現代のガラスを

焼き付けた鏡が一般的になる近代まで鋳造による基本的

な製作方法は大きく変わることはなかった一方で､今日

の鋳造技術は飛躍的な進歩をとげ､伝統的な技法に加え

最新のCADや3Dなどの技術を馬区使した､極めて複雑な

形状の金属成形をも可能にしています｡

各務原市埋蔵文化財調査センターでは､平成29年夏､
ぎふいものかいかFL,

(公財)岐阜鋳物会館の協力のもと､伝統的な鋳造技術

を体験して銅鏡を製作する｢チャレンジ!古代の銅鏡づ

くり｣講座を2日間にわたって開催しました｡鏡背面の

デザインは市内出土の｢三角縁神獣鏡｣をアレンジした

ものとし､背面中央には参加者のみなさんが考えたデザ

インを加えています｡高温の合金を勢いよく型に流し込

む銅鏡は､表面を磨くほどに現代の鏡と遜色のない輝き

を増し､参加者からは驚きの声があがりました｡ (関連

記事6p)

銅鏡をみがく

注1 :日本において元々信仰されていた神道と､後に伝わった仏教を調和･融合

する信仰や教説　平安時代には日本古来の神とは､仏教喝菩薩が仮の姿として現

れたものとする｢本地垂逆説｣が広く浸透した｡

♯考文献:

｢和鏡の文化史水鑑から魔鏡まで｣青木豊　刀水書房1992

｢考古学　その見方と解釈　下｣森活一　編　筑摩書房1993

｢月刊考古学ジャーナル10月号　特集　和鏡の考古学｣

二1-サイエンス社　N1507　2003

｢各務原市の文化財｣各務原市教育委員会編集発行　201 5

各務原市埋蔵文化財調査センターは､平成29年10

月に中央図書館3階へ事務所が移転しましたo移転

に合わせ､各務原の歴史文化を紹介する展示施設と

して｢歴史ギャラリー｣を併設､オープンしました｡

現在は､市内一輪山古墳出土の｢三角縁波文帯四神二

慧モ鏡｣(市指定文化財　複製品)をはじめ､坊の塚古墳

発掘調査で出土した埴輪など様々な考古資料を展

示､公開しています｡ぜひご覧ください｡
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かかみがはら寺子劇薬チャレンジ!古代の銅鏡づくり26人

テーマ ��

会場 ��

内容 ��

歴史セミナー

開催日 ��

12月2日(土) ��

12月16日(士) ��

1月6白(土) ��

内容 ��

考古資料の貸出･展示

テーマ ��

会1完 ��

開催期間 ��

賃出品E] ��

チ-マ ��

会場 弍)XﾈﾊyH饂渥��

開催期間 ��

貸出品目 ��

チ-マ ��

会場 ��

開催期間 ��

(貸出｡E]oEj ��

埋文センターだより第26号｢轍-わだち｣

炉畑遺跡Cit9区(≡ツ池遺跡)発掘調査報告書

職場体験等受け入れ

10月24日(火)､ 25日(水) 中央中学校　4名

11月8日(水)､ 9日(木)

8月22日(火)､ 24[](木)

蘇原中学校　2名

大学生インターンシップ1名

参加者 ��

開催日 ��

内容 ��

急襲無塵
･_盟.∑冨

王体3'!埋文体脚座古代アクセサリ-をつくろう! 37人

レギュラーメニュー講座

勾玉づくり
のべ165人

6月19日(月)､7月21日(金)､25Ej(班)､28E](金)､31Ej(局)

8月7日(局)､ 10日(木)､ 22日(火1, 29田(火)､ 30日(水)

火おこし･拓本しおりづくり･縄文アクセサリーづくり

開催日　6月22日(木)､ 8月22日(木)､ 29白(火)､ 30白(水)

テーマ ��

参加者 ��

会場 ��

開催日 ���ﾈ�#�?｢�7鋳�

開催日 �6�ﾘ7ﾒ�&9�ﾉkﾂ�

5月20日(土) ��

6月24日(土) ��

1月17日(水) ��

各梼原市埋茸文化財調王センター･ JZ史ギャラリー

〒504-0911岐阜県各務原市那加門前町3丁目1-3(市民公園内　中央図書館3階)

TELJ 058-383-1 1 23 FAX/ 058-383-8655 MAIL / maibun@Clty kakamlgahara glfu JP

URL / http //www ⊂lty kakamlgahara lg Jp/maわun/Index html


